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した記録である。そこには、非合法な関所抜けがあからさまに行われ、それ 一種街道稼ぎにもなっていた事実が されており、伊勢参宮を契機とした周遊の旅 普及にともない、女性の抜け参りが慣例化していた実態が示されている。❷は江戸 裕福
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はじめに
十返舎一九の『東海道中膝栗毛』は、一九世紀初頭の大衆化した旅の
様相を余すところなく伝える、 代表的な戯作文学である。この作品には、主人公の弥次郎兵衛・喜多八をはじめ、さまざまな旅人が登場する。大名行列、子どもの抜け参り、太々講の講中 六部、巡礼、座頭、金毘羅参りに護摩の灰まで、街道を渡世とする人々もまじえて、弥次・喜多と滑稽な道中をくりひろげる。『東海道中膝栗毛』には、もちろん女性もたくさん登場する。しかし、それはほとんどが、茶屋女や留女、飯盛女、遊女といった 旅人を迎える女性たちである。主体的に旅する 性は、瞽女や比丘尼 市子などの職能民か巡礼者に限られ、一般女性 旅姿はまったく描かれていない。近世の旅における女性の位置づけは、これまでどちらかといえば、こ













を近世後半の「旅の大衆化」にどのように位置づけることが可能か、考察を試みたい。具体的には 清河八郎著『西遊草』 、中村い 著「伊勢詣の日記」 、松尾多勢子「旅のなくさ 都のつと」という三種類の旅日記を題材として それぞれに描かれた女性の旅の実態と特徴を抽出する。そしてそこから、 女性の旅を支えたしくみとそ あり方を考えてみた 。❶清河八郎著 『西遊草』 にみ 抜け参り の実態（
1） 『西遊草』 成立の背景と旅のルート
『西遊草』は、幕末の尊攘派の志士として知られる清河八郎が、安政二年（一八五五）に母親を連れて伊勢参宮を た際の記録である。清河八郎（一八三〇～一八六三）は、出羽国清川村（現山形県東田川







網羅してはいないも 残されていて、 これらをあわせ見ること より旅の経済事情もある程度把握することが可能である。
八郎の生家は、村内における社会的な地位も高く 経済的にも比較的
























かった。行き先は母の実家、鶴岡 富商として知られる三井弥吉家である。 「伯母の政」とあるのは、母亀代の長姉で、婿をとって 家を継いでいた。
ひとまず実家をめざしたの 、こ 旅が伊勢参宮ではなく、越後にあ
る菅谷不動（新潟県新発田市の菅谷寺）への参詣を名目としていたことによ 。菅谷寺の不動尊は眼病にご利益があることで知られており、八郎の母も先年眼をわずらったことから、 旅立ちには自然な理由であった。三井家 政は、この菅谷不動までを同 する約束になっていた。
手形を持たない抜け参りの場合、制度上違法にあたるこれを公表する
ことはできない。したがって、長期の旅に出立する際の慣例だ た坂送りなどの酒宴も、ここでは行われていない このように、比較的近距離の社寺参詣を理由に旅に出て、体調がよかったのでそ まま伊勢まで行くことにした、といういいわけ 抜け参り 常套手段である。おそらく周囲の人々も、こうした事情は充分察知したうえで容認していたのであろう。抜け参りそのものがもはや慣例化してい こと ひとつのわれといってよい。
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を同行する目的で、鶴岡か 一行と もに出立した。しかし八郎 本意は、政をその先の長い旅に連れ出すこ にあった。








には参宮に出立したらしいことが本家 知れ、当主が立腹しているとの知らせにますます気弱 なって ま 。八郎の勧め 新潟まで ぶしぶ同行したものの、故郷のようすばかりが気になって一向に楽しむ気配がない。ついにはここで帰 することに決め、八郎も強いてひきとめることもできず、政は鶴岡に帰って行っ 。
こうした伯母の一連の行動 らは、やはり女性の長旅が、講の代参ほ
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さつを書いてこれを松木やに送る。
松木やの女房の行動は突発的で、八郎も「いわゆる連にひかれて善光
寺まひりとやら」 と書いているが、 こうしたきっかけで旅立つ場合もあったのであろう。しかしこの女房は結局、出雲崎まで来たところで家の使いの者に追いつかれ、帰るよう諭されて、善光寺参りを果 さないままやむなく帰路につくことにな 。伯母政と同様 、一見奔放にみえ がら、女性の旅にはさまざまな制約がついてまわったことを思わせる。
こうしたことを、当の八郎も、自身の母親の身におきかえ、つぎのよ
うに述べている。







限られた人々により実行されたことを思わせる一方で、 八郎の記述 はそうした人々とは別種の、旅をする女性グループに出会う場面がある。ひとつは前述し 関川の関所抜けで出会った、越後からの善光寺参詣
女性グループで、男性の世話役がひとり同行している。また伊勢では、地元酒田から来た女子連と偶然に行き会う。これにも男性の世話役がひとりついていたようだ。
女性だけのグループによる旅の慣行について、山本光正は近代以降の





記を残すような富裕層に属する女性たちとは明ら に異なる人々であったと想像でき、旅する女性たちの層の厚さを思わせる。八郎が出会ったのは越後の女性たちだが、今後、各地域 史資料を発掘・分析す ことによって、近代以降にまで引き継がれた女性グループによる善光寺参詣が、地域的にどういった広がりをもち、どのような頻度で行われていたのか、明らかにする必要があるだろう。それによって、大衆化へとつながる女性の旅の実態が、自ずと示され ように思われ 。
八郎が伊勢で会った酒田の女子連たちも、御師 屋敷に宿泊している



















































一日に伊勢に到着している。その後は奈良、和歌山を経て、船で瀬戸内海を行き、金毘羅参詣、安芸の宮島、岩国 錦帯橋まで足を伸ばす。帰路は大坂、京都で数日滞在 、中山道に出て善光寺の開帳に参詣、六月四日に江戸に帰着している。全行程八一日間で、同行者は、天満屋の市郎兵衛、みを、手代のほか、いとの供人もついたようだ。前述したように、この旅は天満屋の市郎兵衛が太々講で伊勢参宮をすることを第一の目的としているので、通 手形などの手続きも整っており、先の『西遊草』でみたような抜け参りではない。
日記に記された旅程は、当時一般的だった東国からの伊勢参宮の旅
ほぼ同じで、とくに逸脱したところは見られな 。金銭の出納 記録がないので詳細は不明だが、宿泊は御師邸もしくは旅籠を利用 おり、
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曲亭馬琴の『羇旅漫録』 （享和二年〔一八〇二〕 ）には、 「古市の総評」





なく、仲居を通して決めるシステムであった だ。 『東海道中膝栗毛』の五編追加（文化三年〔一八〇六〕 ）には、上方のこうしたシステムを知らない弥次・喜多が、遊女を ぐって上方者といざこざを起こす一幕がある。
このように、古市での伊勢音頭は、少なくとも一九世紀初頭の段階に
おいては、いわば張見世の役割 背景にもちながら座敷芸の延長として上演され いたものだが、いと 日記や、先にあげた『西遊草』 、 「伊勢参宮献立道中記」など 一九世紀半ばに描かれた日記には、この伊勢音頭のみを単独で観覧する遊びが定着していたようすが記されている。
たとえば、 「伊勢参宮献立道中記」 （弘化五年 〔一八四八〕 ） にある妓楼 「油
屋」での見聞録は次のとおりで
仲居に伴はれて音頭の間に入れば、二十畳ばかりの座敷にして、正面より右手への廻り縁なり。毛氈を敷きし上に連中坐す。其の前に鼓形の菓子器 盃に定紋の笹丸入れし菓子を盛れり。 （中略）歌はじまりしばらくして簾あぐれば、八角形の挑燈（ふち朱ぬり藍にて水のもやう紅にて盃ゑがく）七つ、簾あがると、ひとしく内よ 針金にて出る仕かけなり。 きのかたにころがし置きたるらんかん起き上る。蝋燭多く、らんかんの先へともる。 の奥は麻にして、水に盃の模様花やかにゑがきし幕をはりたり。かの幕にそへて朝がほの燈火、紅あげにて水 盃のもやう九つともし重れば、其の間白昼の如し。十五六歳の女、萌黄羽二重水 のもやうの熨斗目 帯は黒びろうど金糸水盃のぬい、緋鹿子の襟かけ、以上四人皆振袖 とは皆つめ袖に て、襟かけなし 衣装は同様なり。踊女惣人数十七
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「音頭の間」という廻り縁のある二〇畳ほどの専用広間があり、客は毛氈の上に座って菓子などをふるまわれる。やがて簾が上がると、針金の仕掛けで提灯が現れて、欄干が起き上がる。背後には幔幕が張られ、揃い 衣装をつけた踊り手が十七人ほど登場し、地方の演奏にあわせて踊ると う。 大がかりな舞台装置と演出は、 もはや座敷芸というより、 「伊勢音頭ショー」とでもいうべき一種の舞台芸能である。同様の記述は、 『西遊草』 （安政二年〔一八五五〕 ）にもある。ここに
記されている妓楼も同じ油屋 ある。






























































この日記は、 書かれた背景や旅の動機からみて、 先述の『西遊草』 、 「伊
勢詣の日記」とは趣を異にしている。先の二点はいずれも、伊勢参宮を契機とした周遊の旅だが、多勢子の場合は京都滞在を目的とし しかも多分に思想的な動機を 立ちの背景にもっているからである。
しかし、ここであえて多勢子の日記をとりあげる は、以下の理由に




















篤胤の門下で、 はじめ江戸にいて、 嘉永五年（一八五二）頃に飯田にやってきた。それ以前から、国学と和歌を学ぶ土壌は、飯田周辺の豪商、豪農層の間に広がっていたが 新しい師の長世の登場で 復古神道と祭政一致を唱える平田門下の学風 幕末の伊那一帯に浸透し のである。
多勢子が、歌道をこえて平田国学に深く心酔するようになった は、
旅立ちの前年、すなわち文久元年（一八六一） 頃である。こ 多勢子は、篤胤没後の後継者である平田銕胤の門下生 て、正式に名を連ねた。
当時、平田国学を信奉するという とは、幕藩体制を批判し、尊皇攘
夷の思想へと傾倒することを意味した。とはいえ、当初の多勢子 どれほどの「勤王」の志があったのかは、じつの ころ定かで ない。
後年多勢子は、没後一〇年近くを経た明治三六年（一九〇三） 、維











という記述がある。旅に出ることへの抑えが い いが、まるで病気のようだと自覚してい のである。行き先 京都は、尊攘派の本拠地 あり、平田学の門人も多くいた。長年和歌をたしなんできた多勢子には、一度は訪れてみたい憧れの地でもあった
多勢子は五二歳であった。七人の子どもたちはすでに成長しており、












駕籠も見つけられないままに、十石峠で日が暮れてしま た。泊まろうにも宿はなく、困りきったところへ、馬を引く人の姿が見えた。渋る馬子に無理を言って乗せてもらう それは老 で、濡れ 疲れたその姿に多勢 は思わず自分を重ね、 「年 経し足けも弱き老うまの馬籠の馬に背負はれて行」と詠んでいる。
馬籠宿を過ぎ、提灯を借りて、暗闇に谷川の瀬音を聞きながら、戌の
刻（午後八時頃）過ぎに中津川の本陣、市岡家に着いた。市岡家は、実家竹村家の縁戚にあたり、多勢子の娘もまたこの 嫁 でいた。多勢子の来訪は突然であったらしく、家の者たちの驚いたようすが日記の記述に見える。雨の中、着物を濡らして現れた多勢子に 市岡家の人々はあれこれと問いただしたようだ。
市岡家の者たちに引き止められ、一〇日ほどをここで過ごしたのち、
九月一〇日に再び出立し 。懇意にしている京都の染物店伊勢屋の手代が、 中津川での取引を終えて帰るとい ので、 同行して らうことに ったからである。大久手、御嶽、鵜沼、赤坂、草津と、木曽街道 宿場を進み、九月一五日に京都に到着した（
2） 都での滞在京都では、中津川から同行してきた手代が勤める染物店の伊勢屋が、




がつづられており、旅の動機とされる思想的な背景はほとんど感じられない。しかし、 平田派門人たちと親しくなるにつれ、 多 子の都での日々は別の意味を持ち始める。
多勢子は都の名所をさまざまに巡っているが、それは単なる遊山では
なかった。当時、天皇陵やゆかりの人々の墓所 多 は荒廃し、古神道を信奉する平田派の者たちは、これを探して整備することを使命 考えていた。多勢子は、友人たちと近くの山に足を運んでは、藪に埋 れた陵墓探しに躍起となった。その荒れ方は想像 はるかに超えており、天皇家疲弊のうわさを実感し 平田派門人とし 自らがなすべきことを次第に意識するよ ったと思われる
やがて都到着から半月が過ぎた。多勢子は居候 続けていた伊勢屋を










のか、日記では明示さ ていない。しかし 連日 外出や訪問者の記録を見れば 彼女を通して情報が行き来していたことが想像できる。公家と武士と 接触は表向き禁じられ おり、多勢子が彼らの間をとりもつ役目を果たしていたとも考えられる。はたから見れば、多勢子は歌好の、田舎から都見物に出てきた年配の農婦にすぎず、歌詠みをひとつ道具に 誰からも警戒されず、双方に近づくことができたのであろう。
一二月、江戸から平田銕胤が京都にやってきた。師である銕胤の上京
で、多勢子の人脈はますます輪を広げ 翌文久三年（一八六三）にはその数が五〇人を超えるまでになっ 。彼ら 多勢子のもとを訪れは屈託なく打ち明け話をし、多勢子もまた 足しげく銕胤を見舞って、あれこれと任される用事 奔走した。
年が明けてから、諸大名が天皇に謁見するため御所に入るのを、 び
たび目にするようになった。巷では 天誅と称 る暗殺事件も頻発し 、世情が不安定に動きつつあ
一部の急進的な門人が、衝撃的な事件を起こそうと目論んでいること
は、多勢子の耳にも届いていた。二月の半ば、彼女 そうした志士 ちの寄り合いに誘われたが、行 う しなかった。平田派の他の多くの門人がそうであったように、過激な運動 積極的に加担する気は持ち合わせていなかったのである。
二月二二日の深夜、足利将軍家にゆかりの等持院を、九人の志士が襲
撃する事件が起きた。彼らは、ここに安置されていた足利尊氏、義詮、義満三代の木像を壊し、首を持ち出して左眼をくりぬき、三条河原にさらし者にした。脇に添えられた罪状には、 「逆賊」とあり、鎌倉以来、朝廷の権威をおとしめた悪の元凶として、天誅を加えたことが記されていた。こ 事件 機に、平田一門への弾圧の手がにわかに強まった。多勢子は門人たちのはからいで長州藩邸に身を寄せていたが、外では捕らえられる者、処刑される者、拿捕を恐れて自害する者などが相次いだ。
こうした都での物騒な様相は、 当然ながら故郷の伊那にも届いていた。
三月の半ば、息子と中津川の市岡家の者が連れ立って、多勢子の身柄を引き取りにきた。三月二九日、およそ半年を過ごした京都を離れるにあたり、多勢子は「古里にかへるもお き旅衣大内山をあと 残して」と詠んでいる。やむを ないと いえ、都を離れることに後ろ髪引かれ思いであったようすがうかがえ 。
帰路は、東海道が人目にもつきやすく危険だというので、大和路をま
































きた。それぞれが個性的な旅の記録であり、これをもって女性の旅 一概に論じるわけにはいかないが、旅の大衆化という現象への位置づ を考えると 、さまざまな示唆を与えてくれる。
一番目の『西遊草』では、伊勢参宮を契機とした周遊の旅が普及する
のにともない、女性の抜け参りを慣例化させるしくみが すでに道中のいたるところでできあがっていたことを確認した。抜け参りという、表向きには制度に反する行為 、結果的に流動人口を増加させ、宿場や街道稼ぎを活発にしたことは確かである。女性の旅 の存在が、無視できない経済効果をもたらしていた 考え ことができる。
同様のことは、二番目にとりあげた「伊勢詣の日記」でもいえる。こ
こで旅をした女性たちは、一般的 旅人に比し かな 裕福な層にあっ
16
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た人々だが、そうした懐の豊かな女性客を見越した集客装置が旅先に用意されていたことを、古市遊郭での伊勢音頭 例に確認した。
最後の「旅のなくさ・都のつと」では、松尾多勢子という他に類例を
























てどのような影響を受けた だろうか。近世に比して、近代以降 女性の旅は、まださほど発掘が進んでいない。女性の旅を検証する とは、旅の文化の継承と変容を考えるこ でもある。そのことをふまえ 近代以降 女性 旅へ 考察 進め とを、今後の課題 した 。（
（）　
近世における女性の旅については、深井甚三が「近世中期以降の女旅・女




















































































































































析による手荷物一時預けと輸送システムの考察から、 「一八世紀以降の近世 会とは、このような利便性の高いシステムが構築された時代、旅人と茶屋や旅籠屋・運搬人などと 相互の信頼関係に基づく安全・安心な社会、業者同士のネット
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Recent analyses of travel diaries and painting materials have clarified the existence of many women who 
enjoyed traveling independently as travel became popular in the late Edo Period. However, because the reality 
of such female travel is not reflected in general historical materials such as the records of vicarious visits by 
Ko religious groups, it is currently difficult to gain a systematic understanding of the travel of women in the 
Edo Period. This article studies a system that supported the travel of women through its reality as described in 
personal travel diaries. The travel diaries selected are （1）“Saiyuso” written by Hachiro Kiyokawa, （2）‘Diary 
of a Visit to Ise Shrine’written by Ito Nakamura, and （3） ‘Tabino-nakusa, Miyakono-tsuto’written by Taseko 
Matsuo.
Travel diary （1） is a record of the time when Hachiro Kiyokawa, known as a member of an antiforeigner 
faction in the late Tokugawa Period, visited the Ise shrine with his mother without written permission. It 
describes how illegal actions for passing through checking stations were openly conducted as a kind of Kaido 
（highway） moneymaking scene. It also indicates that the routine disapproval of women traveling, as round trips 
commencing with a visit to Ise shrine became popular. Travel diary （2） is a diary of the time when the wife of 
a wealthy merchant family in Edo visited the Ise shrine with her acquaintance family. Especially through the 
record of watching the Ise dance in the Furuichi licensed quarter, we can observe how the women travelers were 
entertained and sense the solid financial backing. Travel diary （3） is a record of the time when Taseko, the wife 
of a wealthy farming Matsuo family in Shinshu Ina and later a disciple of Hirata Kokugaku in the late Tokugawa 
period, made a trip to Kyoto amidst the turbulence and stayed there for about half a year. It is a unique but 
remarkable example; showing how she used her cultural accomplishments as a tool to form her own connections 
unaided in a strange land and use them for people back home.
The existence of female travelers seems to have had various influences on the whole concept of Kaido and 
Shukuba post stations. In particular, the safety of the Japanese Kaido, as described clearly in later years by the 
British female tourist Isabella Bird, is inseparable from the travel of women. To reevaluate the Japanese traveling 
culture in the late Edo Period, the travel of women must be further studied.
Key words: traveling of woman in the Tokugawa government, traveling diary, disapproval traveling, Ise dance, 
matsuo taseko
Travel of Women in the Late Early Modern Period Observed in Travel Diaries：
A Study on Its Positioning Relative to the “Popularization of Traveling”
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